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	令和8年度　障がい児者・救護施設課程（基礎コースⅠ）
	POINT
	グループワークで 悩みや不安を 共有しよう！

	POINT
	専門職としての 知識と技術 を学ぼう！

	２年以下の職員
	対象：
	障がい児者・救護施設に勤務している
	就労支援・生活介護等
	入所支援・共同生活援助・救護施設等

	１日目
	■障がい者支援の専門性とは何か
	令和８年６月１１日（木）13：00～17：00
	会場：マイドームおおさか 8階会議室
	■利用者主体の支援について
	■支援者として大切にしたいこと
	６月１８日（木） 10：00～16：00
	６月２３日（火） 10：00～16：00
	会場：大阪社会福祉指導センター４階　研修室１

	２日目
	5月21日（木）17：00
	研修内容の詳細は 次頁をご確認ください


	申込はこちらから
	お問い合わせ

	研修プログラム（予定）
	2日間＋人権研修（オンデマンド形式にて予定。後日案内）対象の研修です。 2日目は　通所コース　と　入所コース　がありますので、申込時に該当するコースを選択してください。
	【1日目（共通コース）】6月11日(木)13:00～17:00
	時間
	コースの概要
	講師

	13：00～    17：00
	　目指すべき支援のあり方、虐待防止と権利擁護の視点について学び、 　初任者の今だからこそ磨くことのできる専門性を身につける。 〔キーワード〕  ・利用者支援の本質 ・個人の尊厳の尊重 ・肯定的人間観（エンパワメントとストレングス）       ・処遇から援助、支援へ ・さまざまな自立支援 ・権利擁護 ・意思決定支援  ・専門職として

	関西福祉科学大学 関西女子短期大学 学長　津田　耕一　氏
	障がい児・者支援の専門性とは何か

	【2日目（通所コース）】6月18日(木)10:00～16:00
	時間
	コースの概要
	講師

	10：00～    12：30
	　障がい福祉制度について学び、施設での取り組み事例から、利用者を知る     ことの重要性と利用者本人にとってのより良い支援について考える。 〔キーワード〕  ・障がい福祉の制度の変化 ・通所施設の特徴　・意思決定ガイドライン   ・最善の策とは ・“働く”ことの意味 ・利用者の人権と虐待防止の取り組み

	社会福祉法人さつき福祉会 さつき障害者作業所 主任　吉村　博之　氏
	12：30～   13：30
	　昼休憩
	13：30～  16：00
	　現場職員の目線から考える仕事の魅力や現場での気づきや工夫を聞き、 　支援者自身が楽しみをもって働くことの大切さを知る。 〔キーワード〕  ・私たちの仕事とは  ・仕事で大切なポイント  ・「楽しく働く」ために  ・支援の中での悩み ・職員集団作り ・価値観や考えの違い
	利用者主体の支援について
	支援者として大切にしたいこと

	【2日目（入所コース）】6月23日(火)10:00～16:00
	時間
	コースの概要
	講師

	10：00～    12：30
	　障がい福祉制度について学び、施設での取り組み事例から、利用者を知る     ことの重要性と、利用者本人にとってのより良い支援について考える。 〔キーワード〕  ・障がい福祉の制度の変化 ・入所施設の特徴　・意思決定ガイドライン   ・最善の策とは ・“働く”ことの意味 ・利用者の人権と虐待防止の取り組み

	社会福祉法人北摂杉の子会 知的障害者生活施設　萩の杜 副部長　池田　裕哉　氏
	12：30～   13：30
	　昼休憩
	13：30～  16：00
	　現場職員の目線から考える仕事の魅力や現場での気づきや工夫を聞き、 　支援者自身が楽しみをもって働くことの大切さを知る。 〔キーワード〕  ・私たちの仕事とは  ・仕事で大切なポイント  ・「楽しく働く」ために  ・支援の中での悩み ・職員集団作り ・価値観や考えの違い

	社会福祉法人北摂杉の子会 地域生活支援部 部長　伊名岡　宏　氏
	利用者主体の支援について
	支援者として大切にしたいこと

	過去の受講者の声


